研究ノート JSL高校生にとって複数言語を使用する意義とは 学習場面における複数言語のやりとりに着目して by 高 千叶
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二言語の関係性を氷山に例え，共通言語能力モデル（図 1）として説明した。図 1 を見れば分か
るように，第一言語（L1）と第二言語（L2）は表層面では異なる特徴を表している。しかし，実
際のところ，異なる言語は基底のところで共通し，相互に関係しているのである。L1 を獲得した
後 L2 を習得する場合，L1 で学んだ知識は L2 へと転移していくとされる。
図 1　二言語相互依存仮説
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してトランスランゲージングの三者の区別を下記図 2 のように示している。L は言語システムを
指し，F はそれに相応する言語特徴の意を表す。
図 2 （Garcia & Li，2014，pp.14）
2．4．トランスランゲージングから考える複数言語能力

























































る。なかでも，フィリピン出身の生徒が 1 人いる以外，その他 7 人は皆中国出身である。本研究









JSL バンドスケールは「聞く，話す，読む，書く」の 4 技能ごとの 1 から 7（あるいは 8）ま
でのレベルが設定されている。日本語能力の低い段階（レベル 1）から日本語能力の高い段階（レ
ベル 7・レベル 8）まで，7 段階あるいは 8 段階に分け，各レベルに，第二言語としての日本語習
得上の諸特徴が記述されている（川上，2008）。










聞く 話す 読む 書く
W 1 年 2014 年 11 月 3 2 2 2
M 1 年 2014 年 4 月 3 2 2 2
C 1 年 2014 年 9 月 3 2 2 2
A 1 年 2013 年 9 月 4 4 3 3
X 1 年 2012 年 3 月 5 5 4 4
Y 1 年 2011 年 11 月 6 6 5 4-5
H 1 年 2011 年 6 月 6 6 5 4-5
F（フィリピン） 1 年 2015 年 3 月 4 4 2-3 2-3
（判定日：2016 年 3 月 23 日）






















H も Y と同様に，日本語の授業ではなく，在籍学級で国語の授業を受けている。H は少し恥ず













































毎週休まずちゃんとひろばへ来る A が今日欠席した。その理由を A と仲良しの W
に尋ねると，「いもうとが病気になったので，家に帰りました」と中国語で答える。す



































































が，その悩む Y の様子が気になったのか，傍らに座って携帯電話をいじっていた C が
徐々に Y のことばに耳を傾け，注意を携帯から Y の文章へと向けるようになった。
「こうしたらどう？（中国語）」と C は突然 Y に話しかけ，自分で考えた訳文を言い始
める。




























































































































































は，8 人の生徒のうち唯一他の 7 人と違う出身国である F の場合を指す。これらのエピソードか
































めるいいチャンスだと考え，私は C に F を教えるようお願いした。C は日本語と中国
語両方を使いながら，できるだけ伝わるように必死に説明し，私は通訳の役を務めて
いた。F は C の分かりやすい説明を聞き，次々と質問していく。
2016.1.27　フィールドノーツ
筆者が解釈に躊躇していたことをきっかけに，C が主体的に筆者と F の会話に入ってき，次第




















いる F を見ながら，「練習したらきれいに書けるよ！」と励ますが，F は「中国のみ











たら良いか分からなくなり，反って空気を凍らせてしまった。しかし，C が F に数学を教え，F
































C も W と同様に，中国語を主な使用言語としている。しかし，慎重な W と比べて，C は間違
いを恐れず日本語を使うことがある。したがって，【エピソード 6】のように，中国語が分からな
い F に対して，日本語で必死に伝えようとする C がいる。しかし，日本語がまだそれほど上手で
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